
令和７年度　勝山市こども・子育て支援事業等の取組みについて 

（中間取り組み状況） 

 

勝山市教育委員会こども課 

 

 

１．こども家庭センターでの幅広い包括的な支援の実施 

・保健師をはじめ、教育委員会、各小中学校、保育園等、障害福祉関係などの関係機関 

　と連携し各ケースに応じて面談やケース会議を実施。 

・要保護家庭等のサポートプランを作成し、保護者と面接を実施。 

・ヤングケアラーアンケートを市内小中学校のこどもを対象に実施。 

 

２．幼児教育と小学校教育の連携強化と質の高い保育・教育環境の推進 

・かつやまっこすくすくビジョンを推進するため、各園が重点的に取組むことについて意見

交換を実施。 

・幼児教育・保育支援事業の巡回相談として保育カウンセラー等の専門家や保健師と各園の

訪問を実施。 

・公開保育をきたこども園で実施. 

市町幼児教育アドバイザーの会の研修会を通して、保育者の質向上に向けた取組を実施。 

・幼小接続協議会にて、５歳児担任と１年生担任との情報交換や架け橋期カリキュラム実践

を共有。 

・市内園（6園）や児童センター（9か所）にて国際交流員による交流活動を実施。 

児童センターは今年度から毎月 2回実施。（10 月末 62 回） 

 

３．勝山市こども計画の推進 

・第１回の子ども子育て審議会を５月、第２回を１２月に実施。 

・令和 7年度の変更等につきまして、3月頃書面決議にて審議予定。 

 

４．応援金 115（いいこ）の実施 

・応援金 115（いいこ）として０歳から１８歳までを対象に、こどもの夢や希望を応援する

応援金を、6月 25日より給付を開始。 

１０月以降の未申請者を対象に再通知を実施。 

【１１月末】 

　　　　　　対象者数　２，６１０人 

　　　　　　申請者数　２，４９３人 

　　　　　（内、転入者数　８人、出産者数　４６人） 

 

・応援金 115（いいこ）をＰＲするキャラクターを作成し、 

公共施設にＰＲ看板を設置したり、市内イベントでのＰＲに活用。 

 

 

資料１

【１２月末】 
申請者数 ２，５５０人（＋５７人） 
（内、転入９名、出生５３名） 
未申請者 ６０名程度



５．115（いいこ）プロジェクトの推進 

・115（いいこ）プロジェクトとは、応援金 115 を中心に施策をつなげ、移住や出生数

の増加につなげる取組み。 

・応援金 115 応援企業を募集し、勝山の子育て・結婚支援を PR するとともに企業の魅

力を SNS や HP で発信。 

　【応募企業数】２５企業（１２月現在） 

・勝山夜市(9 月 20 日）すこやかフェスタ（10 月 11 日）、産業フェア（10 月 26 日）等

のイベントに出展し、115 プロジェクトの PR を実施。 

・市民課と連携し、115（いいこ）イベント（11 月 15 日）を開催し、市内から集めたこ

ども用品のリユースを行う 115（いいこ）ゼロ円ショップ、市内のこども達に向けた

コンサートを企画。 

 

６．結婚相談 

・ふくい結婚企業を増やし、応援金 115 応援企業と一緒に勝山の結婚・子育て支援の PR

を実施。 

・Amour 代表の石川さんに「くろすかつやま」の事務局を委託し、企業を巻き込んでの

PR 等を展開。 

・「くろすかつやま PR 隊」の Instagram を開設し、情報発信を実施。 

・民間に委託し婚活イベント、セミナー、相談会を実施。 

（おとなのちゃまこん school２回　素敵におもてなし、婚活セミナー 

「婚活への成功の鍵」、マリアージュカウンセリング） 

　 

７．こども食堂等運営支援の推進 

・サンプラザ 2階で、毎週 1回こども食堂「輪っか」を開催。こども食堂等迂遠瑛支援補助

金の交付。 

  【１０月末】 

開催日数　３０回 

　　　　　　　参加人数　延１，９３６人（大人も含む） 

 

８．私立保育園及び認定こども園に対する適正な支援の実施 

・入園数等適正な定員の管理と、変更に係る調整の実施。 

・乳児等通園制度（誰でも通園制度）を新規 3か所で開始。 

 

９．教育会館・中央公園の改修の実現 

・教育会館の改修の方針は、「恐竜」をテーマにした統一感のある改修とする。1階、2階に

はこどもの遊び場、3階には多世代が利用できるスペースを整備する。 

・中央公園と一体的に改修するため、庁内関係課（建設課、営繕課）との打ち合わせを実施。 
・教育会館の改修工事の実施設計業務に着手。（10 月～） 

 

１０.成器南幼稚園の廃園と跡地利用の検討 

・廃園準備のため、備品等の整理と跡地の利活用を検討。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用定員の変更について　

こども計画算定にあたり、令和５年度に勝山市の出生者数等を鑑み、各園からの要望もお聞きしながら

５３Pのように教育・保育の量の見込を立てさせていただきました。

しかしながら、これまでの出生数の減少や利用状況とふまえ、また各園からの要望をお聞きし

令和８年度利用定員（案）の見なおしを行います。

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 2歳児３歳児 ４歳児 ５歳児

ケイテーこども園 6 12 12 16 17 17 80 2 2 6

中央こども園 6 9 9 12 12 12 60 2 2 6

まつぶんこども園 15 15 15 15 15 15 90 2 2 6

しろきこども園 12 18 20 25 20 25 120 3 3 10

きたこども園 5 6 11 11 11 11 55 5

南こども園 12 12 12 10 12 12 70 2 2 6

上野こども園 5 11 12 10 11 11 60 3 4 10

鹿谷保育園 6 9 9 12 12 12 60 － － 0

北郷わしのこ保育園 5 6 12 12 12 13 60 － － 0

成器南幼稚園 － － － － － － 40

98 112 123 122 128

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 2歳児３歳児 ４歳児 ５歳児

ケイテーこども園 11 13 14 13 13 13 77 0 0 0 1 1

中央こども園 8 6 10 13 11 12 60 0 0 3 0 3

まつぶんこども園 7 12 16 19 21 23 98 0 1 0 0 1

しろきこども園 8 18 20 19 21 24 110 0 1 0 1 2

きたこども園 9 7 13 12 8 9 58 0

南こども園 12 7 13 10 24 7 73 1 0 0 0 1

上野こども園 5 10 12 3 10 10 50 2 1 2 0 5

鹿谷保育園 4 7 10 8 12 10 51 － － － － 0

北郷わしのこ保育園 6 1 5 9 6 6 33 － － － － 0

成器南幼稚園 － － － － － － － 5

81 113 106 126 114

今現在、申請があり１２月途中以降に入園される人数と、兄弟児で３月までに入園希望と思われる方の数も入れた

見込みの数となっています。

２．３号の合計数を比較してください。定員より超えていることにつきましては、利用定員の弾力的運用を行って

おりますので、兄弟児は定員を超えても入園できることと、公立保育園廃園に伴い公立ご利用の園児が転園した数が

R7利用定員

３号 ２号 １号

2

2

2

4

5

2

3

－

－

40

210 373

R7利用見込（R8.3月）

３号 ２号 １号

0

5

194 346

3・2号
合計

1号
合計

合計 72 655 89 89

3・2号
合計

1号
合計

合計 70 610 18 18

資料２



利用定員に反映しておりません。

・令和７年の出生者数や各園の見込入園数を把握し、再度各園の要望を確認した中で、令和８年度の各園の利用定員

を以下のとおり変更する。

・しろきこども園 ３．２号定員 120人 → １１０人 （－10人）

・鹿谷保育園 ３．２号定員 ６０人 → ５５人 （－5人）

・北郷わしのこ保育園 ３．２号定員 ６０人 → ３５人 （-25人）

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 2歳児３歳児 ４歳児 ５歳児

ケイテーこども園 6 12 12 16 17 17 80 2 2 6

中央こども園 6 9 9 12 12 12 60 2 2 6

まつぶんこども園 15 15 15 15 15 15 90 2 2 6

しろきこども園 12 16 18 22 21 21 110 3 3 10

きたこども園 5 6 11 11 11 11 55 5

南こども園 12 12 12 10 12 12 70 2 2 6

上野こども園 5 11 12 10 11 11 60 3 4 10

鹿谷保育園 3 8 8 12 12 12 55 － － － － －

北郷わしのこ保育園 3 6 6 6 6 8 35 － － － － －

成器南幼稚園 － － － － － － － － 0

95 103 114 117 119

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 2歳児３歳児 ４歳児 ５歳児

ケイテーこども園 6 12 12 16 17 17 80 2 2 6

中央こども園 6 9 9 12 12 12 60 2 2 6

まつぶんこども園 15 15 15 15 15 15 90 2 2 6

しろきこども園 12 16 18 22 21 21 110 3 3 10

きたこども園 5 6 11 11 11 11 55 5

南こども園 12 12 12 10 12 12 70 2 2 6

上野こども園 5 11 12 10 11 11 60 3 4 10

鹿谷保育園 3 8 8 12 12 12 55 － － － － －

北郷わしのこ保育園 3 6 6 6 6 8 35 － － － － －

成器南幼稚園 － － － － － － － － 0

95 103 114 117 119

R8利用定員　（案）

３号 ２号 １号

2

2

2

4

5

2

3

－

198 350

R9利用定員　（案）

３号 ２号 １号

2

2

2

4

5

2

3

－

198 350

3・2号
合計

1号
合計

合計 67 615 49 49

3・2号
合計

1号
合計

合計 67 615 49 49



乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）について 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

令和７年度の利用実績（中途経過） 

実施施設：まつぶんこども園、上野こども園、鹿谷保育園 

利用数：1名（2時間） 

 

1、「勝山市こども計画」（18）乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）の変更 

（1）「量の見込み」の変更 

令和７年度の利用実績を勘案し、国が示した「第３期市町村子ども・子育て支

援事業計画等における「量の見込み」の算出等の考え方」に基づき「量の見込み」

を変更する。　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人） 

 

　　＜算出方法＞ 

　　①就学前児童数－保育所等利用児童数＝対象児童数（未就園児数） 

※0歳児は 7か月目からの利用なので 1/2 を乗じる 

　　②対象児童数×利用率＝量の見込み 

※利用率（子育て支援センター利用者アンケートより）は、R8、9 は 40％、R10、

11 は周知が進むことで段階的に上昇すると見込み 50％と設定 

　　 

 

 

 
　

推計

 
令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度

 
量
の
見
込
み

0歳児 69 68 66 65 63

 
1 歳児 20 19 19 18 18

 
2歳児 4 4 4 4 4

 
確
保
方
策

0歳児 69 68 66 65 63

 
1 歳児 20 19 19 18 18

 2歳児 4 4 4 4 4

 
　

推計

 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11年度

 
量
の
見
込
み

0歳児 69 14 14 16 16

 1 歳児 20 8 8 9 9

 2歳児 4 2 2 2 2

 
確
保
方
策

0歳児 69 14 14 16 16

 1 歳児 20 8 8 9 9

 2歳児 4 2 2 2 2

資料３



（2）基本的記載事項（必須記載事項）の追記 

「教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の提供体制の整備並びに子ども・

子育て支援給付並びに地域子ども・子育て支援事業及び仕事・子育て両立支援事

業の円滑な実施を確保するための基本的な指針」の改正に伴い、追加となった基

本的記載事項（必須記載事項）について「確保の内容」に追加する。 

 

【確保の内容】 

令和７年度は、保育園・認定こども園に委託し実施しています。新規事業であるため、

令和７年度の実績を勘案し令和８年度以降の確保方策を必要に応じて見直していき

ます。 

令和８年度からは、子ども・子育て支援法に基づく新たな給付制度「乳児等のための

支援給付」として実施します。 

地域の教育・保育施設と連携し、乳児等通園支援事業の利用終了後の受入れ枠の確保

に努めるほか、乳児等通園支援事業者と教育・保育施設との間で情報を共有すること

ができる体制を整備し、乳児等通園支援事業の利用から教育・保育施設の利用への円

滑な移行を支援します。 

 

 

2、実施事業所の認可について 

　令和8年度より新たに乳児等通園支援事業の実施を希望する事業所の認可にあたっ

て、審議会の意見聴取が必要となるため、令和 8年 3月に書面により意見をお伺いし

たい。










